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昨日は学習発表会及び懇談会に多数ご参加いただき、誠にありがとうござ

いました。 

それぞれのシーンごとに大きな拍手が起こり、時に歓声や笑い声の入り混

じる中、とても温かい雰囲気の中で発表は行われました。 

「上から下に与える評価」ではなく「素晴らしいことを共に喜び合うこと」

が「褒める」という言葉の語源であることを以前に通信で記しましたが、昨

日はまさに子供たちの成長を喜び合う暖かな視線が随所で感じられました。 

子どもたちの伸びやかな表情や演技は、そうした確かな支えがあればこそ

だということを、改めて感じていたところです。 

発表が終わった後に、色んなお家の方から異口同音に次のことを聞かせて

もらいました。 

「あんなにノビノビと演技ができるんだなぁと思いました。」 
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「力を出し切っている感じが伝わってきてとても驚きました。」 

「びっくりするくらいに元気が良くて見ているこっちも笑顔になりました。」 

総じて、クラスのみんなの突き抜けるような明るさや伸びやかさをたたえ

てくれる言葉が並びました。 

そうした感想の数々を聞いて、私は改めて思いました。 

みんな、幼くなったなぁ、と。 

もしかすると、この言葉を聞いてマイナスのイメージを浮かべる方もいる

かもしれません。 

でも、これは担任としての明らかな実感です。 

みんなは、4 月に比べて、幼くなりました。 

 

教師の間で格言のように言われている言葉があります。 

「良いクラスは、子どもが幼くなる。」 

この言葉の意味について考えてみます。 

子どもたちは小学校の学び舎の中で 6 年間を過ごします。 

6 歳から 12 歳の間には、劇的な変化が起きたことでしょう。 

特に、高学年が近づいてきた頃辺りからは、一般的に「思春期」を迎える

年齢であると言われています。 

こうした時期に、チームの状況が難しくなったりすると、往々にして次の

ような姿が見られるようになります。 

○警戒心が強くなる。 

○行動や発言を控えるようになる。（感情を表に出さなくなる） 

○攻撃性が強くなる。（暴言や暴力） 

○他人に必要以上に近づく（もしくは壁を作る）ようになる 

 その姿が思い浮かぶ人も多いのではないでしょうか。 

 

ちなみに、思春期には大きな特徴が４つあります。 

その一つが、「他人の目を気にするようになる」ことです。 

客観的な見方が育ってきた証でもあるので、これ自体は悪いことでは決し

てありません。 

健全な成長過程だといえます。 

しかし、過度に警戒心を強めたり、行動や発言を抑制したり、相手を攻撃

して自分を守るようになると、人間関係はどんどん難しくなっていきます。 
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ただでさえ、日本は同調圧力の強い文化をもつ国です。 

さらにいえば、脳の作りの面からも海外の人に比べて不安傾向の強い人が

多いことも分かっています。（気になる方は『セロトニントランスポーター』

で調べてみて下さい。） 

一見すれば、表情に感情をあまり出さなくなったり、行動や発言が減った

りすることを「大人に近づいてきた」とみる人は多いだろうと思います。 

「思春期だから仕方ないね」と捉える人もきっと少なくないはずです。 

しかし、他者との関係が良好になってきたり、チームの状況が素晴らしい

ものになってくると、子どもたちは別の姿を見せるようになります。 

例えばこんな姿です。 

・はつらつとした挨拶が飛び交うようになる。 

・新たな物事にチャレンジすることが増え、失敗してもその壁を乗り越え

て更なる挑戦に向かうことが出来るようになる。 

・相手を攻撃して自分の居場所を作ることをしなくなる。 

・表情が豊かになる。（屈託なく弾けるようにみんなで笑い合える） 

・良い意味で人懐っこくなる。 

こうした姿こそが、まさに「幼さ」の象徴するところです。 

イメージとしては、小学校低学年や幼稚園あたりを思えばいいでしょう。 

小さい頃、当たり前の様にできていた元気な挨拶や豊かな表情が見えるよ

うになると、人はそれを「幼い」と形容するのだと思っています。 

事実、４－１に来られた大勢の先生方が、次のように言っていました。 

「みんな、とても人懐っこいですね。」 

「普通、この時期にこんな風に心開いて人と話せませんよ。」 

「朝一番から素晴らしい挨拶が飛び交っていますね。」 

「みんなとっても素直で心が柔らかいと思いました。」 

これらの言葉は、いずれも私の心に強く響きました。 

そして、担任の実感としてもそれは当てはまっています。 

4 月 5 月のスタート時よりも、ずっとずっと、みんなは幼くなりました。 

それは、「良いクラス」に一歩ずつ近づいてきた一つの証であると思って

います。 

過度な防御体制を敷いたり、不安感や恐怖感の強い中では、今回の発表会

のような姿はまず生まれてきません。 

そうした意味でも、このクラスを土台からしっかりと支えてくださり、「安
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心感」や「温かい応援」をお家の方々が日々贈ってくださっているからこそ、

昨日の発表会のような伸びやかな姿が生まれたのだろうと思っています。 

本日で第 2 クォーターが終了となりますが、改めて今までの時間の中でた

くさんの励ましやサポートをいただき、誠にありがとうございました。 

春が過ぎて夏が終わり、また一つ季節が変わろうとしているこの時期。 

約 10 日間のゆったりとした休みのひと時の中で、ここまでの成長や頑張

りについて改めて振り返ったり、その変化や成長を共に喜び合う時間にして

もらえたらと考えています。 

第 3 クォーター以降も、一歩ずつ成長の歩みを続ける子どもたちの背中を

そっと押し続けられるよう、担任団一同また力を尽くしてまいりたいと思い

ます。 

引き続き、どうぞよろしくお願いします。 

最後になりますが、教室で紹介しているコンサートや発表会の情報を載せ

ておきます。 

岡崎市で来週末に開催される芸能祭に今野さんがバレエで出演するそうで、

私もぜひ見に行きたいと考えています。 

バレエ以外にもいろんな芸術の秋を楽しめるプログラムが満載なので、興

味のある人はお家の人に相談してみましょう。 
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それから、少し先の話ですが、先日 Venture fourth で紹介した全盲の歌

手・若渚（わかな）さんのライブが豊田市で開催されます。 

今度 SOLAN にも来ていただこうかと考えている方でもあるので、こちら

も興味がある人はお家の人に相談してみましょう。 

  
それから、前のクォーター休みで「口笛番長」などを

紹介したところ、多くの子が手に取って読んでみたらし

く、休み明けにたくさんの感想が届きました。今回も 1

冊、おススメの本を紹介しておくので、興味がある人は

ぜひ読んでみてください。おそらく、私が小学生の頃に

最も多く読み返した作品です。口笛番長が気に入った人

なら、きっと面白いと感じる作品のはずです。図書館に

もあると思うので、読んでみたい人はぜひどうぞ。 

最後に、昨日の懇談会で流した日間賀島のダイジェス

ト映像のリンクも貼っておきます。どうぞご覧ください。 

https://youtu.be/UBj7nt2PXps 

☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 

https://youtu.be/UBj7nt2PXps
https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit
https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit

